
【世界の医薬品市場の推移（2010‐2015年）】
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【医薬品売上上位10製品】 ※網掛けがバイオ医薬
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３．医薬品市場の将来展望及び再生医療の意義
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製品名 薬効等

売上規模（百万ドル）

伸び率

2009 2010

リピトール 高脂血症治療薬 12,679 12,023 ‐5.2%

プラビックス 抗血小板薬 9,905 9,426 ‐4.8%

レミケード リウマチ治療薬 7,143 8,065 12.9%

アドセア/セレタイド 抗ぜんそく薬 8,012 8,029 0.2%

リツキサン 抗がん剤 6,959 7,833 12.6%

エンブレル 関節リウマチ 6,216 7,279 17.1%

ディオバン/ニシス 降圧剤 6,801 7,074 4.0%

アバスチン 抗がん剤 5,994 6,867 14.6%

クレトール 高脂血症治療薬 5,306 6,834 28.8%

ヒュミラ リウマチ治療薬 5,584 6,752 20.9%

【再生医療に期待される効果】

○ 世界人口の高齢化により医薬品需要は大幅に伸びており、日本の経済成長にとって極めて重要な分野。
今後は、遺伝子組換え技術等を用いたバイオ医薬品が大幅に伸長する見込み。

○ 再生医療は、現在治療不可能とされる疾患の根本治療に路を開き、患者及び介護も含めた生活の改善に加え、慢
性疾患や高齢化に伴う疾患等の完治により、拡大の一途をたどる社会保障費の抑制にも貢献する可能性。
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